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『
金
沢
大
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
号
（
二
○
一
六
年
三
月
）
に
発
表
し
た
拙

稿
「
金
沢
大
学
北
漠
寮
に
お
け
る
伝
承
寮
歌
を
め
ぐ
る
一
考
察
ｌ
戦
後
新

制
大
学
生
精
神
史
研
究
の
試
み
ｌ
」
は
、
金
沢
大
学
北
漠
寮
の
二
○
一
六
年

度
末
閉
寮
決
定
を
受
け
、
一
九
八
六
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
在
寮
し
た
筆
者

（
團
野
）
が
当
時
伝
承
さ
れ
て
い
た
六
つ
の
寮
歌
に
つ
い
て
考
察
し
、
戦
後
新
制

大
学
生
精
神
史
解
明
の
一
助
と
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
沢
大
学

国
語
国
文
学
会
二
○
一
五
年
度
大
会
（
二
○
一
五
年
一
○
月
三
日
、
金
沢
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
）
で
行
っ
た
講
演
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
こ
の
講
演
は

幸
い
好
評
を
博
し
、
活
字
化
の
機
会
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
金
沢
大
学
人
文
学

類
一
年
二
○
一
六
年
度
前
期
前
半
「
地
域
概
論
」
第
三
回
（
二
○
一
六
年
四
月

二
八
日
）
の
授
業
で
ほ
ぼ
同
内
容
を
講
義
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
に
も
な
っ
た
。

こ
の
講
義
に
寄
せ
ら
れ
た
学
生
諸
君
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
熱
気
あ
ふ
れ
る
力
作
が

多
く
、
親
子
ほ
ど
も
年
の
離
れ
た
中
年
Ｏ
Ｂ
の
話
に
対
す
る
若
者
か
ら
の
反
響

に
、
こ
ち
ら
の
方
が
驚
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
抜
刷
や
ネ
ッ
ト
公
開

金
沢
大
学
北
漠
寮
に
お
け
る
伝
承
寮
歌
を
め
ぐ
る
一
考
察
・
補
遺

ｌ
「
南
下
軍
の
歌
」
の
他
校
伝
播
及
び
〃
バ
ン
カ
ラ
唱
法
〃
の
出
現
と
そ
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

１
は
じ
め
に

で
拙
稿
を
ご
高
覧
下
さ
っ
た
北
漠
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
も
、
あ
り
が
た
い
反
響
を
数

多
く
い
た
だ
い
た
。
こ
の
学
生
講
義
レ
ポ
ー
ト
と
Ｏ
Ｂ
や
一
般
の
方
か
ら
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
資
料
や
証
言
の
中
に
は
、
北
澳
寮
の
寮
歌
に
ま
つ
わ
る
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
本
論
で
報
告
し
考
察
す

る
。
と
こ
ろ
で
先
の
拙
稿
で
北
漠
寮
自
治
会
執
行
部
の
任
期
を
一
年
と
し
て
い
た

が
、
筆
者
の
一
年
先
輩
の
北
漠
寮
Ｏ
Ｂ
・
小
池
広
人
氏
か
ら
、
任
期
は
半
年
で

あ
る
と
ご
指
摘
を
受
け
た
（
二
○
一
六
年
一
○
月
一
五
日
電
話
）
。
筆
者
の
記

憶
違
い
で
あ
り
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
ま
た
第
三
章
二
の
三
で
「
北
漠
寮
の
直

し
お
や

接
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
北
斗
寮
」
と
記
載
し
た
が
、
北
漠
寮
Ｏ
Ｂ
の
塩
谷
憲
司
氏

（
一
九
六
七
年
入
寮
、
後
述
）
よ
り
、
北
斗
寮
は
北
漠
寮
に
吸
収
合
併
さ
れ
閉
寮

と
な
っ
た
の
が
事
実
で
、
「
直
接
の
ル
ー
ツ
」
と
す
る
と
北
斗
寮
が
北
漠
寮
の
前

身
で
あ
る
よ
う
に
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
（
同
一
○

月
二
四
日
メ
ー
ル
）
。
そ
こ
で
「
北
漠
寮
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
北
斗
寮
」
と
改
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
塩
谷
氏
の
在
寮
時
に
は
寮
執
行
部
役
員
の
任
期
は
一

年
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
同
一
○
月
二
五
日
メ
ー
ル
）
。

團
野
光

晴

－55－



さ
ら
に
先
の
拙
稿
執
筆
に
当
た
り
貴
重
な
情
報
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
筆
者
の
二
年
先
輩
の
北
漠
寮
Ｏ
Ｂ
・
土
田
亮
平
氏
の
お
名
前
を
、
先
の
拙
稿

で
は
「
良
平
」
と
誤
記
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
し
、
改

め
て
土
田
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
土
田
氏
か
ら
は
そ
の
後
二
○
一
六
年
八

月
三
○
日
に
メ
ー
ル
で
、
同
二
八
日
に
北
漠
寮
を
訪
れ
た
際
、
「
北
漠
寮
」
と

記
し
た
門
の
表
札
の
隅
に
「
雅
義
」
と
小
さ
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
改
め
て

気
づ
い
た
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
意
味
か
と
質
問
を
受
け
た
。
私
も
土
田
氏
か

ら
指
摘
さ
れ
る
ま
で
全
く
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
添
付
さ
れ
て
い

た
写
真
を
見
る
と
確
か
に
「
雅
義
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
こ
で
「
金
沢
大
学

五
十
年
史
通
史
編
」
（
同
編
纂
委
員
会
、
二
○
○
一
年
八
月
）
に
当
た
っ
た
と

こ
ろ
、
北
漠
寮
寮
棟
新
築
工
事
第
一
期
完
成
時
の
金
大
学
長
が
石
橋
雅
義
氏
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
従
っ
て
「
雅
義
」
は
表
札
の
「
北
漠
寮
」
の
文
字
が

石
橋
雅
義
氏
の
揮
毫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
五
十
年
史
」
の
「
金

沢
大
学
関
連
年
表
」
に
よ
る
と
、
石
橋
氏
は
一
九
六
一
年
九
月
、
前
任
の
戸
田

正
三
・
第
一
代
学
長
の
後
を
受
け
て
第
二
代
学
長
に
就
任
、
六
七
年
三
月
三
○

日
の
北
漠
寮
第
一
期
新
築
完
成
を
見
て
同
九
月
二
一
日
退
任
し
、
中
川
善
之
助
・

第
三
代
学
長
に
交
代
し
た
。
同
書
所
収
の
橋
本
哲
哉
「
石
橋
雅
義
学
長
の
横
顔
」

に
よ
る
と
、
石
橋
氏
は
金
大
学
長
選
出
当
時
に
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
京
大
で

は
理
学
部
で
分
析
化
学
の
講
座
を
担
当
し
、
金
大
学
長
就
任
直
前
に
日
本
学
士

院
賞
を
受
賞
し
た
。
先
代
の
戸
田
学
長
が
エ
リ
ー
ト
意
識
か
ら
地
元
に
対
し
て

高
踏
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
石
橋
学
長
は
地
元
と
の
関
係
を
重
視
し
、

施
設
と
教
官
の
充
実
を
通
じ
て
新
た
な
伝
統
を
築
こ
う
と
し
た
。
六
二
年
四
月

二
五
日
に
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
駐
日
大
使
を
金
大
に
招
待
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
は

学
生
へ
の
講
演
で
「
歴
史
を
理
解
し
な
い
で
正
し
い
社
会
批
判
は
で
き
な
い
」
「
物

さ
て
先
述
の
「
地
域
概
論
」
講
義
を
聴
講
し
た
一
学
生
の
方
の
レ
ポ
ー
ト
に
、

自
分
の
母
校
で
あ
る
新
潟
高
校
で
は
「
南
下
軍
の
歌
」
が
「
応
援
歌
Ｄ
」
と
し

て
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
「
南
下
軍
の
歌
」
は
広
く
出
回
っ
た
歌
な
の
か
、
そ
れ
と

も
新
潟
高
校
の
前
身
で
あ
る
旧
制
新
潟
中
学
と
四
高
と
の
間
に
何
か
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
旨
の
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
新
潟
県
立
新
潟
高
等

（
１
）

学
校
「
青
山
同
窓
会
」
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
見
た
と
こ
ろ
「
応
援
歌
Ｄ
」
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
南
下
軍
の
歌
」
の
二
番
ま
で
の
歌
詞
を
、
「
遂
に
南
下

の
時
到
る
」
と
い
う
部
分
を
「
遂
に
奮
起
の
時
到
る
」
と
変
更
し
て
他
は
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
、
三
番
以
下
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
潟
高
校
青
山
同
窓

会
事
務
局
に
メ
ー
ル
で
事
情
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
誰
に
よ
っ
て
「
南

下
軍
の
歌
」
が
新
潟
高
校
に
伝
え
ら
れ
た
か
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
、
旧

か
み
む
ら

制
新
潟
中
学
に
在
校
し
て
い
た
上
村
光
司
氏
に
よ
る
と
、
氏
の
在
校
中
の
昭
和

一
○
年
代
に
は
既
に
「
南
下
軍
の
歌
」
が
新
潟
中
学
で
応
援
歌
と
し
て
歌
わ
れ

質
文
明
の
進
歩
の
中
で
歴
史
を
み
つ
め
よ
う
」
と
語
り
、
六
○
年
安
保
闘
争
後

の
日
米
関
係
を
考
え
る
上
で
記
念
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
。
因
み
に
「
北
漠
寮
」

の
名
前
は
「
荘
子
」
の
「
道
遙
瀞
」
編
の
一
節
「
北
冥
に
魚
有
り
、
其
の
名
を

鰻
と
為
す
」
に
由
来
し
、
鰻
が
大
魚
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
物
を
輩
出
す
る
こ
と

を
祈
念
し
て
「
北
漠
寮
」
と
名
付
け
た
と
、
学
生
時
代
に
教
養
課
程
の
漢
文
の

先
生
か
ら
う
か
が
っ
た
記
憶
が
筆
者
に
あ
る
。
「
冥
」
は
「
漠
」
と
同
じ
く
「
暗

い
海
」
の
意
味
が
あ
り
、
「
冥
土
」
に
通
じ
る
「
冥
」
の
字
を
避
け
て
「
北
漠
寮
」

と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
「
南
下
軍
の
歌
」
の
他
校
伝
播
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て
お
り
、
「
旧
制
高
校
（
大
学
）
に
進
学
し
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
学
先
の
寮

歌
を
拝
借
し
、
運
動
部
の
後
輩
に
教
え
た
の
が
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と

（
２
）

上
村
氏
は
お
考
え
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
上
村
氏
は
昭
和
一
八
年
三
月
に

旧
制
新
潟
中
学
を
卒
業
、
新
潟
日
報
社
で
社
長
を
務
め
ら
れ
た
青
山
同
窓
会
元

会
長
で
あ
る
。
後
に
筆
者
が
青
山
同
窓
会
事
務
局
に
送
付
し
た
先
の
拙
稿
の
抜

（
３
）

刷
を
ご
高
覧
下
さ
り
、
丁
寧
な
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
氏
は

御
年
九
一
歳
、
新
潟
中
学
か
ら
旧
制
第
一
高
等
学
校
へ
進
ま
れ
た
が
、
既
に
戦

時
下
で
旧
制
高
校
も
三
年
制
か
ら
二
年
制
と
な
り
、
授
業
を
受
け
た
の
は
初
年

の
一
年
間
だ
け
、
残
り
の
一
年
間
は
専
ら
勤
労
動
員
で
工
場
で
の
軍
需
品
製
作

に
当
た
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
新
潟
で
も
「
寮
歌
祭
」
を
開
催
し

て
き
た
が
、
年
々
鬼
籍
に
入
る
方
が
増
え
て
今
年
（
二
○
一
六
年
七
月
一
八
日
）

は
付
き
添
い
を
含
め
七
○
名
の
参
加
、
う
ち
四
高
卒
業
生
は
五
名
の
参
加
で
「
南

下
軍
の
歌
」
と
「
北
の
都
に
秋
た
け
て
」
を
歌
っ
た
が
、
今
回
を
以
て
寮
歌
祭

は
三
七
年
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
氏
が

進
学
さ
れ
た
一
高
で
は
明
治
三
四
年
に
全
寮
制
が
実
現
し
た
の
を
機
に
毎
年
春

の
紀
念
祭
に
あ
わ
せ
昭
和
二
囚
年
ま
で
生
徒
作
詞
作
曲
の
寮
歌
が
制
作
さ
れ
、

卒
業
生
か
ら
の
寄
贈
歌
を
含
め
計
三
一
七
曲
が
存
在
す
る
こ
と
、
「
南
下
軍
の
歌
」

は
新
潟
中
学
で
は
よ
く
歌
わ
れ
、
四
高
へ
進
学
し
た
者
も
多
か
っ
た
よ
う
な
の

で
そ
の
者
た
ち
が
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
、
昔
は
早
慶
は
じ
め
有
名
校

の
応
援
歌
を
借
り
る
こ
と
も
多
く
、
新
潟
中
学
で
は
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
の
「
闘

牛
士
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
応
援
歌
も
存
在
し
た
こ
と
、
一
高
で
は
北
漠
寮
の
よ

う
な
〃
バ
ン
カ
ラ
唱
法
″
は
な
か
っ
た
が
、
両
手
を
横
に
開
き
身
体
の
前
で
打

ち
合
わ
せ
な
が
ら
寮
歌
を
歌
い
、
「
鳴
呼
玉
杯
に
花
う
け
て
」
な
ど
は
時
に
よ
り

大
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
歌
わ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
旧
制
中
学
・
高
校
の
応
援
歌
．

寮
歌
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
た
。
後
に
お
電
話
を
差
し
上
げ
た

（
４
）際
、
戦
争
末
期
に
は
召
集
を
受
け
、
相
模
湾
か
ら
の
米
軍
上
陸
に
備
え
て
神
奈

川
県
に
配
備
さ
れ
た
が
、
遂
に
戦
闘
に
至
ら
ぬ
ま
ま
終
戦
に
な
っ
た
と
も
う
か

が
っ
た
。
思
い
が
け
ず
久
し
振
り
に
戦
争
を
直
接
体
験
さ
れ
た
方
の
証
言
に
接

し
、
戦
後
七
一
年
目
の
夏
の
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

新
潟
高
校
（
旧
制
新
潟
中
学
）
と
は
別
に
、
「
南
下
軍
の
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
み
が
他
校
に
伝
わ
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
の
例
が

あ
る
。
能
代
高
校
東
京
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
校
歌
・
応
援
歌
」
の
項
の

言
、
）

工
藤
茂
宣
氏
ヨ
わ
が
校
の
応
援
歌
の
出
自
」
に
対
し
て
の
ご
教
示
」
に
は
、
能

代
高
校
の
前
身
・
旧
制
能
代
中
学
第
一
○
期
生
（
昭
和
一
四
年
卒
）
の
久
喜
健

男
氏
か
ら
の
手
紙
に
、
昭
和
一
三
年
五
月
に
作
成
さ
れ
た
能
代
中
応
援
歌
「
戦

わ
ん
哉
」
は
久
喜
氏
ら
能
代
中
第
一
○
期
生
有
志
が
作
詞
し
た
歌
詞
に
「
南
下

軍
の
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
野
球
部
監
督
の
平
川

民
治
が
四
高
出
身
で
、
野
球
部
で
は
「
南
下
軍
の
歌
」
を
練
習
終
了
後
に
円
陣

を
組
ん
で
歌
っ
て
い
た
が
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
「
戦
わ
ん
哉
」
の
歌
詞
を
歌
っ

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
豪
勇
に
し
て
悲
壮
で
心
魂
と
も
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
衆
議

一
決
し
た
」
と
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
久
喜
氏
は
手
紙
で
、
能
代

中
を
卒
業
後
、
ラ
ジ
オ
の
寮
歌
特
集
で
「
南
下
軍
の
歌
」
を
聴
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
時
、
元
歌
は
「
戦
わ
ん
哉
」
と
多
少
違
う
な
と
感
じ
た
と
述
べ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
平
川
民
治
の
子
息
・
長
氏
か
ら
の
手
紙
に

は
、
民
治
が
四
高
野
球
部
員
と
し
て
「
昭
和
五
年
に
甲
子
園
で
優
勝
」
し
、
四

高
野
球
部
時
代
に
能
代
中
学
に
初
め
て
野
球
部
コ
ー
チ
に
来
た
と
あ
っ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
因
み
に
こ
の
「
甲
子
園
」
と
は
全

国
高
専
野
球
大
会
の
こ
と
で
、
現
在
の
高
校
野
球
と
は
別
物
で
あ
る
・
作
道
好
男
．
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一
九
五
三
年
当
時
の
羽
昨
高
校
応
援
歌
は
旧
制
一
高
・
三
高
・
早
稲
田
の
歌
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
借
り
た
も
の
だ
が
、
歌
詞
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
や
は
り
旧

制
高
校
廃
止
か
ら
三
年
と
い
う
段
階
で
は
、
旧
制
高
校
の
歌
を
そ
の
ま
ま
自
校

の
歌
と
す
る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
工
藤
茂
宣
氏
報

告
の
能
代
高
校
の
ケ
ー
ス
も
、
「
南
下
軍
の
歌
」
は
「
野
球
部
の
練
習
が
終
わ
る

と
円
陣
に
な
っ
て
合
唱
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
平
川
監
督
の
母
校

の
歌
と
し
て
野
球
部
で
内
々
に
歌
っ
て
い
た
ら
し
く
、
対
校
試
合
で
能
代
中
の

応
援
歌
と
し
て
公
式
に
歌
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
能
代
中
応
援

歌
は
「
戦
わ
ん
哉
」
と
し
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
「
南
下
軍
の
歌
」
か
ら
借
り
つ
つ

歌
詞
を
独
自
に
作
る
の
で
あ
る
。
更
に
鴫
谷
潤
も
、
論
文
発
表
時
の
一
九
六
七

年
の
段
階
で
「
南
下
軍
の
歌
」
が
金
沢
の
中
学
校
で
も
応
援
歌
と
し
て
歌
わ
れ

金
大
の
専
売
特
許
で
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
高
廃
止
か
ら

充
分
時
間
が
経
ち
、
旧
制
高
校
が
伝
説
化
さ
れ
た
時
点
で
は
じ
め
て
、
「
南
下
軍

の
歌
」
も
中
学
校
で
そ
の
ま
ま
自
校
応
援
歌
と
し
て
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

従
っ
て
、
四
高
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
時
期
に
「
南
下
軍
の
歌
」
二
番
ま
で

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
自
校
の
応
援
歌
と
し
た
新
潟
高
校
（
旧
制
新
潟
中
学
）
の
ケ
ー

ス
は
、
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
・
上
村
氏
が
言
う
よ
う
に
、

能
代
中
学
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
く
、
新
潟
中
卒
業
後
四
高
に
進
ん
だ
Ｏ
Ｂ
が
運
動

部
コ
ー
チ
ま
た
は
教
員
な
ど
の
形
で
新
潟
中
に
戻
っ
た
際
に
伝
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
三
番
以
下
を
カ
ッ
ト
し
二
番
の
末
尾
を
変
更
す
る
こ
と
で
四
高
南
下
軍

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
つ
つ
、
四
高
と
共
有
す
る
日
本
海
側
の
風
土
を
歌
っ
た

歌
詞
を
活
か
し
て
新
潟
中
の
応
援
歌
に
仕
立
て
る
巧
み
な
本
歌
取
り
に
は
、
四

高
を
兄
貴
分
と
見
な
し
て
慕
う
新
潟
中
生
の
心
と
、
四
高
へ
進
ん
だ
自
分
に
続

先
の
拙
稿
で
も
述
べ
た
が
、
筆
者
在
寮
中
の
北
漠
寮
で
は
、
六
つ
の
寮
歌
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
も
テ
ン
ポ
を
大
幅
に
引
き
伸
ば
し
、
体
を
の
け
ぞ
ら
せ
全

身
を
使
っ
て
大
声
で
歌
う
応
援
団
風
〃
バ
ン
カ
ラ
唱
法
〃
と
で
も
言
う
べ
き

歌
唱
法
で
歌
っ
て
い
た
。
先
の
拙
稿
で
は
こ
の
歌
唱
法
の
起
源
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
し
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
斗
寮
Ｏ
Ｂ
の
鈴
木
利
郎
氏

二
九
六
三
～
六
七
年
在
寮
）
の
証
言
か
ら
、
北
斗
寮
が
北
漠
寮
に
吸
収
合
併
さ

れ
た
一
九
六
七
年
の
段
階
で
は
寮
歌
は
普
通
の
歌
い
方
で
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
、
ク
バ
ン
カ
ラ
唱
法
〃
は
七
○
年
代
以
降
に
成
立
し
た
比
較
的
新
し
い

も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
北

澳
寮
Ｏ
Ｂ
の
高
屋
秀
行
氏
（
八
○
年
入
寮
）
に
〃
バ
ン
カ
ラ
唱
法
″
に
つ
い
て

う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
く
八
○
年
入
寮
の
山
田
篤
氏
・
長
島
勉
氏
の
談
話

一
【
Ｊ
ａ
ｒ
ｌ

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
三
氏
入
寮
時
に
は
既
に
ク
バ
ン
カ
ラ
唱
法
″
が
確
立

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
更
に
こ
の
後
、
北
漠
寮
Ｏ
Ｂ
の
塩
谷
憲
司
氏
（
六
七

こ
は
ら

～
七
一
年
在
寮
）
、
和
田
健
夫
氏
（
七
○
年
入
寮
）
、
小
原
裕
一
氏
（
七
五
年
入
寮
）

か
ら
証
言
を
得
、
〃
バ
ン
カ
ラ
唱
法
〃
出
現
の
時
期
と
そ
の
思
想
的
意
義
が
か
な

り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
塩
谷
憲
司
氏
か
ら
は
二
○
一
六
年
九
月
二
二
日
に
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、

け
と
後
輩
た
ち
を
励
ま
す
新
潟
中
Ｏ
Ｂ
の
心
と
の
交
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
、
日
本
海
側
唯
一
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
四
高
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
風
土
を
共
有
す
る
者
同
士
が
熱
く
手
を
握
り
合
う
、
「
日
本
海
主
義
」
と
で

も
言
う
べ
き
反
骨
の
思
想
が
存
在
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

３
ク
バ
ン
カ
ラ
唱
法
今
の
出
現
と
そ
の
意
味
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同
二
四
日
に
電
話
で
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
こ
れ
ら
を
再
度
氏
自
身
が
ま
と
め

な
お
さ
れ
た
同
一
○
月
一
二
及
び
一
四
日
の
メ
ー
ル
に
よ
る
と
、
塩
谷
氏
は
長

野
県
松
本
深
志
高
校
を
六
七
年
に
卒
業
、
金
大
法
文
学
部
法
学
科
入
学
と
同
時

に
当
時
ま
だ
木
造
で
あ
っ
た
北
漠
寮
に
入
っ
た
。
入
寮
時
に
は
「
歌
唱
指
導
を

受
け
、
自
衛
隊
ま
で
ス
ト
ー
ム
を
か
け
た
り
各
種
宴
会
で
洗
礼
を
受
け
」
た
と

い
う
。
新
寮
に
引
っ
越
し
て
も
「
旧
寮
と
同
じ
よ
う
に
歌
唱
指
導
が
行
わ
れ
た
」

と
の
こ
と
。
当
時
北
漠
寮
で
は
既
に
六
つ
の
寮
歌
が
存
在
し
、
原
曲
通
り
の
正

調
の
テ
ン
ポ
で
歌
わ
れ
て
い
た
。
氏
に
よ
れ
ば
「
五
誓
寮
遁
遙
歌
」
は
旧
北
漠

寮
で
も
、
前
身
校
・
金
沢
高
師
の
歌
と
し
て
北
斗
寮
と
の
合
併
前
か
ら
歌
っ
て

い
た
そ
う
で
あ
る
。
「
旧
北
漠
寮
入
寮
時
の
寮
歌
指
導
は
先
輩
か
ら
怒
鳴
ら
れ
る

な
ど
厳
し
い
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
類
の
こ
と
は
高
校
で
慣
れ
て
い
た
の
で
抵

抗
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
で
大
学
生
に
な
っ
た
と
嬉
し
く
思
っ
た
」
と
の
こ
と
。

氏
の
出
身
校
の
松
本
深
志
高
校
は
、
旧
制
松
本
中
学
以
来
の
バ
ン
カ
ラ
な
気
風

を
受
け
継
ぎ
、
全
校
生
徒
で
応
援
団
を
結
成
し
て
旧
制
高
校
寮
歌
・
遁
遙
歌
・

記
念
祭
歌
・
応
援
歌
・
青
春
の
歌
等
を
歌
い
伝
え
、
一
週
間
余
り
授
業
無
し
の

自
主
自
立
の
文
化
祭
で
青
春
の
火
を
燃
や
す
と
い
う
自
治
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ

た
の
で
、
旧
北
漠
寮
に
お
け
る
伝
統
的
な
寮
歌
指
導
や
寮
自
治
会
活
動
は
自
然

と
受
け
い
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
氏
に
よ
れ
ば
、
「
六
七
年
新
北
漠
寮
へ
の
引
っ
越
し
当
初
は
、
暫
定
的
に

旧
北
倶
寮
の
執
行
部
が
寮
歌
指
導
は
じ
め
寮
自
治
会
活
動
を
取
り
仕
切
っ
て
い

た
が
、
年
度
途
中
に
五
○
名
規
模
の
北
斗
寮
生
が
合
流
し
た
の
で
、
そ
の
後
、

私
が
専
門
課
程
へ
進
級
後
の
二
回
生
後
期
に
新
北
漠
寮
第
一
期
自
治
会
役
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
旧
北
漠
寮
生
と
新
入
寮
生
含
め
て
二
百
人
近
い
寮
友

を
基
盤
に
、
私
達
「
全
寮
連
支
持
者
会
議
」
候
補
者
全
員
が
、
北
斗
寮
系
の
対

立
候
補
者
に
圧
勝
し
、
私
が
執
行
委
員
長
Ⅱ
寮
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
入
寮

し
て
き
た
北
斗
寮
生
の
多
く
が
、
寮
自
治
会
執
行
部
に
対
立
し
て
い
た
。
全
国

的
な
「
学
園
紛
争
」
の
波
の
中
で
、
学
内
で
は
暴
力
行
為
も
多
々
見
ら
れ
た
が
、

生
活
の
場
で
あ
る
寮
で
は
ゲ
バ
ル
ト
は
一
切
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
も
各
種
の

党
派
に
属
す
る
寮
生
や
、
無
党
派
層
も
含
め
種
々
多
様
な
政
治
的
立
場
の
寮
生

が
生
活
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
寮
自
治
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
立
場
を
超
え

て
寮
生
を
団
結
さ
せ
た
寮
歌
の
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
寮
歌
の
継
承
が

な
け
れ
ば
寮
自
治
会
活
動
な
ど
は
、
廃
寮
を
迎
え
る
今
日
迄
、
半
世
紀
も
続
か
ず
、

と
う
の
昔
に
崩
壊
し
消
滅
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
氏
は
更

に
「
私
個
人
と
し
て
も
、
時
は
七
○
年
安
保
改
定
を
め
ぐ
る
政
治
的
昂
揚
の
時
代
、

入
学
後
の
教
養
課
程
在
籍
中
に
、
城
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
民
主
青
年

同
盟
に
加
盟
し
、
急
速
に
政
治
的
自
覚
が
高
ま
る
中
で
、
二
回
生
と
も
な
れ
ば
、

正
に
時
の
潮
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
歌
詞
の
意
味
を
捉
え
返
し
て
、
旧
制
高
校

文
化
な
る
も
の
の
継
承
に
止
ま
ら
ず
、
団
塊
の
世
代
な
り
に
時
代
の
流
れ
を
反

映
す
る
現
代
的
意
味
を
付
加
し
て
、
新
し
い
社
会
変
革
の
先
駆
け
の
自
負
を
も
っ

て
、
自
分
達
の
生
き
る
道
を
鼓
舞
す
る
寮
歌
と
し
て
愛
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

恐
ら
く
旧
北
漠
寮
を
担
っ
て
来
ら
れ
た
諸
先
輩
も
、
新
寮
で
自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
き
た
後
輩
諸
氏
も
同
じ
よ
う
な
現
代
的
意
味
づ
け
を
付
加
し
な
が
ら
自

ら
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
寮
歌
と
し
て
愛
唱
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
二
回
生
以
降
は
寮
自
治
会
活
動
を
通
し
て
、
文
字
通
り
「
我
ら
自
由
の

雄
叫
び
は
、
時
の
潮
に
研
す
る
」
と
い
う
社
会
的
政
治
的
環
境
の
中
で
、
新
北

漠
寮
で
情
熱
の
庭
を
培
え
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
半
世
紀
前
を
思
い
起
こ

し
ま
す
」
と
、
当
時
の
状
況
を
回
想
さ
れ
た
。

学
生
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
六
○
年
代
後
半
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
る
塩
谷
氏
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の
証
言
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
頃
の
北
漠
寮
伝
承
寮
歌
が
、
当
時
の
新

制
大
学
と
高
校
に
ま
だ
残
っ
て
い
た
旧
制
高
校
文
化
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
学

徒
と
し
て
の
「
知
性
と
教
養
」
へ
の
自
負
に
基
づ
く
「
超
然
」
「
自
由
と
自
治
」

の
精
神
を
呼
び
覚
ま
し
て
、
寮
生
の
間
に
党
派
や
思
想
信
条
の
違
い
を
超
え
た

団
結
を
形
成
し
て
い
る
さ
ま
で
あ
る
。
当
時
の
寮
歌
が
四
高
以
来
の
伝
統
を
忠

実
に
受
け
継
い
で
正
調
で
（
格
調
高
く
？
）
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
反

映
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
そ
こ
に
、
戦
後
の
新
制
大
学
自
治
寮
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
北
漠
寮
の
「
北
漠
寮
寮
歌
」
に
脈
打
つ
、
自
由
と
平
和
・
民
主
主
義
の
理
念
、

社
会
変
革
を
リ
ー
ド
せ
ん
と
す
る
戦
後
学
生
気
質
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
和
田
健
夫
氏
か
ら
の
手
紙
（
二
○
一
六
年
七
月
六
日
付
）
に
よ
る
と
、

和
田
氏
は
法
文
学
部
法
学
科
入
学
の
七
○
年
か
ら
七
七
年
ま
で
、
学
部
五
年
・

院
二
年
の
計
七
年
間
北
漠
寮
に
在
寮
し
た
が
、
当
時
も
六
つ
の
寮
歌
は
正
調
で

歌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
氏
は
自
身
の
入
寮
時
に
つ
い
て
、
「
新
入
生
を
す
ぐ
に

部
屋
に
は
入
れ
ず
、
大
部
屋
に
閉
じ
込
め
て
、
「
新
入
生
歓
迎
」
・
「
歌
唱
指
導
」

と
称
し
て
、
二
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
寮
歌
を
教
え
」
、
「
覚
え
る
ま
で
何
日

も
続
く
の
で
す
が
、
学
生
紛
争
の
火
種
が
残
っ
て
い
た
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、

新
入
生
が
、
封
建
的
な
？
や
り
方
に
忽
ち
反
発
し
、
二
年
生
と
の
間
で
夜
を

徹
し
て
の
大
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
は
、
新
入
生
も
納
得
し
て
、
歌
唱
指

導
は
続
け
ら
れ
、
最
後
は
仲
良
く
握
手
し
て
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
」
と
述
べ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
和
田
氏
と
在
寮
時
期
が
重
な
る
塩

谷
氏
の
認
識
で
は
、
新
入
寮
生
を
ま
ず
居
室
に
割
り
振
っ
た
後
、
大
部
屋
に
集

合
さ
せ
て
寮
歌
指
導
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
新
入
寮
生
を
居
室
割
り

当
て
に
先
立
っ
て
大
部
屋
に
収
容
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
「
和
田
氏
の
在
寮

期
間
が
長
か
っ
た
の
で
そ
の
間
に
そ
う
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
得
ま
す
」

（
二
○
一
六
年
一
○
月
二
四
日
メ
ー
ル
）
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
筆
者
（
團
野
）
の

頃
は
入
寮
初
日
の
新
入
寮
生
を
「
合
宿
」
と
称
し
て
先
ず
一
階
か
ら
四
階
の
各

階
に
設
け
ら
れ
た
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
和
室
に
割
り
振
り
雑
魚
寝
さ
せ
、
二

日
目
か
ら
四
日
目
に
か
け
て
「
寮
歌
紹
介
」
、
四
日
目
の
晩
か
ら
五
日
目
の
朝

に
か
け
寮
か
ら
内
灘
海
岸
往
復
な
ど
三
○
キ
ロ
あ
ま
り
の
コ
ー
ス
を
徹
夜
で
歩

く
「
歩
く
会
」
、
五
日
目
に
新
歓
コ
ン
パ
、
六
日
目
の
晩
に
部
屋
決
め
の
く
じ
引

き
が
行
わ
れ
、
同
室
の
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
和
室
か
ら
各
居
室
に
移
動
、
こ
こ

ま
で
の
間
で
二
・
三
度
寮
生
全
員
が
集
ま
り
一
人
一
人
大
声
で
自
己
紹
介
す
る
機

会
が
あ
り
、
翌
七
日
目
が
大
体
例
年
四
月
一
○
日
頃
に
な
る
入
学
式
へ
の
出
席
、

そ
の
後
四
月
中
は
二
回
生
の
指
導
で
寮
歌
練
習
、
犀
川
河
川
敷
で
の
「
夜
桜
コ

ン
パ
」
、
寮
生
活
に
も
慣
れ
始
め
た
四
月
下
旬
に
「
活
入
れ
マ
ラ
ソ
ン
」
、
連
休

前
に
寮
歌
練
習
終
了
と
な
っ
て
新
歓
期
間
を
打
ち
上
げ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
時
々
で
や
り
方
は
異
な
る
が
、
寮
歌
紹
介
・
指
導
を
中
心
と
し
た

新
入
り
へ
の
「
洗
礼
」
と
し
て
の
新
歓
祭
の
性
格
は
、
塩
谷
氏
・
和
田
氏
・
筆

者
の
世
代
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
反
面
、
和
田
氏
入
寮
の
段
階
ま
で
、
寮

歌
は
正
調
で
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
和
田
氏
入
寮
時
に
新
入
生
が
寮
歌
指
導

を
「
封
建
的
」
と
見
な
し
て
反
発
す
る
事
態
が
生
じ
、
氏
が
こ
れ
を
「
学
生
紛

争
の
火
種
」
の
名
残
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
じ
ら
れ
る
の

は
、
北
漠
寮
の
寮
歌
と
そ
の
指
導
を
、
高
校
時
代
に
経
験
し
た
旧
制
高
校
文
化

と
同
じ
も
の
と
し
て
自
然
に
受
け
入
れ
た
塩
谷
氏
と
、
こ
れ
を
「
封
建
的
」
と

し
て
拒
絶
し
た
和
田
氏
世
代
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
戦
後
の
学
生
運
動
が
、
塩
谷
氏
に
お
い
て
は
多
く
の
学
徒
が
否
応

な
く
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
第
二
次
大
戦
へ
の
反
省
を
踏
ま
え
た
、
戦
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以
上
の
考
察
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
時
空
や
思
想
信
条
の
違
い
を
超
え

て
人
を
結
び
つ
け
、
一
人
一
人
を
支
え
る
歌
の
力
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
言
い
方
は
言
葉
と
し
て
は
月
並
み
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
四
高
の
歌

が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た
か
、
ま
た
自
治
寮
た
る
北
漠
寮
に
お
い
て
寮
歌
が
い

か
に
歌
わ
れ
歌
い
継
が
れ
て
い
っ
た
か
を
具
体
的
に
追
え
ば
、
歌
が
元
来
、
社

会
的
存
在
で
あ
る
人
間
の
根
幹
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
実

感
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
は
時
代
・
社
会
・
生
活
か
ら
生
ま
れ
、
生
活
．

社
会
・
時
代
を
作
り
、
そ
の
過
程
で
新
し
い
人
を
育
て
、
友
情
を
育
み
、
人
を

勇
気
づ
け
、
生
き
抜
か
せ
る
の
で
あ
る
。
北
漠
寮
な
き
後
、
い
か
な
る
歌
が
時

の
潮
に
緋
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
神
話
を
紡
い
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
セ
ン
ス
は
九
○
年
代
の
お
た
く
文
化
の

予
兆
と
言
え
よ
う
か
。
従
っ
て
先
輩
た
ち
に
比
べ
れ
ば
、
筆
者
世
代
は
明
ら
か

に
文
弱
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
私
た
ち
は
観
念
的
に
で
あ
れ
「
超
然
」

と
自
由
た
ら
ん
と
し
、
他
の
何
物
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
経
験
を
得
た
の
で
あ

る
。
未
熟
な
り
に
筆
者
世
代
も
、
先
輩
た
ち
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
来
た
寮
歌
の
「
超

然
」
「
自
由
と
自
治
」
の
精
神
に
、
し
っ
か
り
抱
き
と
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

４
終
わ
り
に

注

（
１
）
三
日
云
う
ご
言
．
ｇ
冒
日
煙
‐
ｇ
ｇ
冨
一
．
８
日
二
○
一
六
年
五
月
三
○
日
ア
ク

セ
ス
。

（
２
）
二
○
一
六
年
五
月
三
○
日
メ
ー
ル
発
送
、
同
六
月
六
及
び
九
日
メ
ー
ル
回

答
受
信
。

（
３
）
二
○
一
六
年
八
月
一
日
付
。

（
４
）
二
○
一
六
年
八
月
二
七
日
。

（
５
）
言
日
迂
の
ｇ
ｇ
宙
昌
．
言
９
．
汗
騨
８
日
ご
ロ
①
晏
畳
言
旦
二
○
一
六
年
六
月

六
日
ア
ク
セ
ス
。

（
６
）
「
新
樹
」
第
八
号
（
羽
昨
高
校
情
報
委
員
会
、
一
九
五
三
年
三
月
）
所

収
。
西
田
重
治
の
長
男
邦
浩
氏
よ
り
コ
ピ
ー
提
供
。
邦
浩
氏
に
よ
る
と
、

西
田
重
治
は
金
沢
高
等
師
範
学
校
理
科
一
類
（
数
学
専
攻
）
を
卒
業
後
、

数
学
教
員
と
し
て
石
川
県
能
登
地
区
の
高
浜
中
・
羽
昨
高
・
高
浜
高
教

諭
な
ど
を
歴
任
、
作
曲
も
能
く
し
、
多
く
の
学
校
応
援
歌
を
作
曲
し
た
。

二
○
○
三
年
逝
去
。

（
７
）
い
ず
れ
も
二
○
一
六
年
七
月
二
五
日
、
高
屋
氏
か
ら
の
メ
ー
ル
転
送
。

（
８
）
「
ウ
ィ
キ
ま
と
め
」
（
三
ｓ
の
芸
言
匿
日
ｇ
ｏ
日
の
．
自
噴
二
○
一
六
年
九
月

二
二
日
ア
ク
セ
ス
）
の
「
ど
お
く
ま
ん
」
の
項
な
ど
。

（
９
）
こ
の
同
窓
会
で
披
露
さ
れ
た
寮
歌
を
録
音
さ
れ
た
小
原
裕
一
氏
の
測
定
に

よ
る
と
、
「
南
下
軍
の
歌
」
の
テ
ン
ポ
は
七
○
年
代
Ｏ
Ｂ
で
は
お
お
よ
そ

六
七
Ｂ
Ｐ
Ｍ
、
対
し
て
筆
者
ら
八
○
年
代
Ｏ
Ｂ
で
は
お
お
よ
そ
三
八
Ｂ
Ｐ

Ｍ
で
、
約
五
六
・
七
％
遅
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
「
五
誓
寮
遁
遙
歌
」
は
お

お
よ
そ
三
五
Ｂ
Ｐ
Ｍ
で
、
八
○
年
代
Ｏ
Ｂ
で
は
寮
歌
全
体
が
「
五
誓
寮
遁

遙
歌
」
の
テ
ン
ポ
に
近
づ
い
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。
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